
〈 下記は、グループの子ども達が悩みながら描いた絵です。 〉 

                                              

  

テーマ「自己肯定感の向上をめざして」  

演題 「こころの健康とは？」 
 

   第１部 ６年生児童対象の授業 

   第２部 保護者対象の講話 
                                

第１回（6 月）は学府合同で、第２回は各校    

で開催しました。今回は、初の取組として児童生

徒を対象とした授業とし、保護者の方々に参観

をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

磐田北小学校

H.30.12.5 

保健だより第６号 

 

･･･ぜんぜ

ん わ か ら

ん！？ 

どう描いたら 
わかってもらえ
るのかなあ･･･ 

第１部  授 業（児童対象） 
 

う～ん･･･ 

教室？音楽

の勉強？ 

 ゲーム「絵によるコミュニケーション」 

日時 10 月 15 日（月）14：50～16：30                       

会場 本校 体育館                                  

講師 ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ・ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ講師                                      

谷澤久美子 氏                   

参加者 ６年生児童 160 人 

保護者 56 人  

（PTA 役員・６年生保護者） 

 

お題は９問 

ことばを使わず、絵でグループの友達に伝えるゲームです。

事象や感情など、形の無いものをどう伝えるかに悪戦苦闘し、

子どもたちの「わかってもらいたい」と「わかりたい」という

思いが伝わってきました。 
２人？人間

人？風船？

何？何？ 

みんな「心の健康」を誤解していない？ 

「健康な心 」とは、「い

つも明るく、楽しく、前

向きな状態」のこと？ 

違う！ 湧き上がるいやな感情「イラっ！」「くよくよ･･･」

「どきどき」は生理現象（自分の命を守るためのからだの働

き）だから、そのいやな感情は不健康ではなく、必要な感情。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  あなたは、時々「怠け者」「せっかち」「けち」「キレる」「意地悪」になるけど、それほどい

やなことがあったり、そうせざるを得なかったことがあったりしたということ。完璧な人間なんて

いないけど、「自分の物語」をより良いものに作っていくのは、やっぱり「自分」。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

自分の感情が自分でわから

ないと、行動は選ぶことがで

きない。 

 いやな感情と上手に付き合う  

「あなたの物語」の 主人公は「あなた」 

（１）自分の頭の中で 

自分の感情を言ってみる 

（２）コントロールできないこと（天

気/時間/自分の感情/自分以外の人）

と できること（自分の行動）とに

分け、できることをがんばる。 

（３）自分を助けることをする 

①その場でできること 

ａその場を離れる ｂ数を数える ｃ深呼吸 

②後からできること 

ａ好きなこと・運動・リラックス ｂ外に出る

（叫ぶ・泣く・書く） ｃ相談する 

〈 下記は、児童の感想です。 〉 

第２部  講 話（保護者対象） 
 

△「何事にも動じない強い

心」より◎「動じながらも

行動を選ぶことができる力

（したほうがいいこと・す

べきこと など）」 

子どもたちに 育てたいものは･･･ 

自分の感情が自分でわか

る力は「①身体が感じてい

る感情を発し、②大人にそ

の感情を承認され言語化さ

れ、③安心する。」この繰り

返しで育っていく。 

まず、ひと言目は

子どもの感情を受け

取る。例「そうな

の、がっかりだね」

「くやしかったね」 

大人だって物語を作

っています。あなた自

身の物語がすてきなも

のになりま 

すように。 

 

 


